
 

 

 

 

 
岐阜市には、金華山、長良川をはじめとする誇るべき自然環境が多くあります。その一方で、生活環境の変化、生

活基盤を支える様々な整備などにより貴重な自然環境が減少している事実があります。そのような現状の中、今一度

岐阜市の自然環境を見つめ直し、私たちの財産として、自らの手で素晴らしい自然環境を次代へ引き継ぎましょう。 

 岐阜市の自然や環境活動の情報を「岐阜市自然・環境活動ニュース」としてお伝えします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表題番号を地図で表示しています 

 

 

 

 8 月 1 日～3 日まで、岐阜農林高校２年生の男子生

徒の皆さんが岐阜森林管理署でインターンシップを

行いました。 

 8 月 2 日（木）は

十時会の皆さんの指

導のもと、金華山登

山道整備（東坂ハイ

キングコース）の体

験を行いました。 

今回は、階段の丸

太を新しいものに取

り換え、新たに水切

りも作りました。まずは、固定していた番線を切り、

ツルハシで古い丸太を外します。木を固定していた鉄

棒も抜いていくのですが、しっかり刺さっている鉄棒

を引き抜くのは一

苦労。「ペンチで挟

んで回しながら引

き抜くとやり易い」

とのアドバイスを

受けて生徒の皆さ

んは奮闘していま

した。 

次に、整地した斜

面に新しい丸太を並べ、ゲンノウを使って鉄棒を打ち

込んでいきます。最後は、丸太と地面の隙間に石や土

砂を詰めて仕上げです。 

 暑い中での作業でしたが、皆さん頑張って作業を行

いました。こうした地道な活動で登山道の維持が行わ

れ、登山者の安全が守られています。 

 岐阜農林高校、十時会、岐阜森林管理署の皆さん、

ありがとうございました。 

 

 

 8 月 4 日(土)に長良川鵜飼大橋付近の川原で、しぜ

ん生きものクラブ（長良・自然とくらし楽校）の活動

「長良川であそぼう」が開催されました。 

 今回の活動には、岐阜県に来ている福島県の子ども

達も参加しています。 

 川遊びの前にカレ

ーライスで腹ごしら

えです。デザートのス

イカやトウモロコシ

も用意され、アウトド

アを満喫です。 

 川遊びは、安全第一、

皆、ライフジャケット

を着て川の中をのぞ

きます。夏の長良川に

は、アユをはじめとす

る清流魚がたくさん

います。でも、タモで

はなかなか捕まりま

せん。 

 夏の暑い日は長良

川の川遊びが一番です。こうした遊びが市内で楽しめ

る岐阜市の自然、長良川の自然ってすばらしいですね。 

 

 

8 月 20 日(月)～22 日(水)に長良川の上流 郡上市

大和町の長良川・母袋キャンプ場で、長良川流域子ど

も交流会が開催されました。平成20年から始まった、

長良川流域子

ども交流会は

長良川流域子

ども協議会

（柴田甫彦代

表）の主催で、

今年で５回目

の開催となり

ます。 

①岐阜農林高校インターンシップ（金華山登山道整備） 

③「長良川流域子ども交流会」開催報告 

１ 

２ 

３ 

②「長良川のかわらで遊ぼう」開催報告 
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－岐阜市の自然・環境活動に関する問い合わせ－ 
発行者：岐阜市 自然共生部 自然環境課 

TEL：058-265-4141（内線：6451） FAX：058-267-1374 

Email：shizen@city.gifu.gifu.jp 
 

岐阜市自然・環境活動情報サイト「ぎふネイチャーネット」 http://gifu-nature.net 
 

 

 

長良川流域やその周辺の小学１年生～中学２年生

の子どもたち 80 名が郡上市大和町へ集まりました。 

岐阜市周辺の中流域からは 37 名の参加です。 

スタッフは地元の NPO 法人メタセコイアの森の仲

間たちの皆さんの他、岐阜、愛知、三重の大学生さん、

長良川流域環境ネットワーク協議会の皆さんの協力

での開催です。 

到着後、長良川支

川の大間見川で水

生生物調査を行い

ました。調査地点は、

長良川の合流地点

です。アユやアマゴ

などの清流魚や多

くのカワゲラ、トビケラなどの底生昆虫を捕獲するこ

とができました。 

宿泊場所である母袋キャンプ場へ移動後、スタッフ

の大学生達によるネ

イチャーゲームを行

いました。 

2日目は早朝より、

母袋鳥帽子岳（標高

1,340m）への登山

です。小学１年生の

参加者も含め全員が

登り切りました。天気

にも恵まれ山頂の眺

望を満喫しました。 

夜には、キャンプフ

ァイアーを行いまし

た。山の神に扮した、

柴田代表の点火や山

の神の話を聞きました。 

３日目はマス

のつかみ取りで

す。動きが素早い

のでなかなか捕

まりません。捕っ

たマスは自分た

ちで捌き塩焼き

にしました。 

3 日間の活動でしたが、自分たちの周りの自然との

違いや長良川の上流域である郡上の自然のすばらし

さを実感できたと思われます。 

毎年、参加してくれ

る子どもたちやその兄

弟姉妹、友達を誘って

の参加など参加者の繋

がりや広がりも出てき

ています。 

来年は志摩市のともやま公園での開催の予定だそ

うです。海の活動、楽しみです。 

 

 

 6月に今後の活動の下見を兼ねて開催された答志島

奈佐の浜の海岸清掃の本番が、9 月 18 日(土)に開催

されました。 

 愛知・岐阜・三重県からの参加者 400 名が答志島

奈佐の浜、鳥

羽市安楽島

へ集まりま

した。岐阜県

からも岐阜

市を中心に

環境団体の

皆さんや学

生さんなど

100 名が参

加しました。 

 清掃活動の後、鳥羽市の鳥羽小学校体育館で三重県

知事を迎え、奈佐の浜シンポジウムが開催され、今後

もこの活動を続け、「100 年後には伊勢湾から漂着

ゴミをゼロにしよう。豊かな伊勢湾を取り戻そう」と

活動の方針が採択されました。 

 私たちの暮

らす長良川流

域でも、街中

のゴミや、生

活排水、上流

域の森林の問

題など、流域

の視点で取り

組んでいくこ

とがまだまだあります。 

 年に１度の清

掃活動で伊勢湾

の漂着ゴミが無

くなるわけでは

なく、豊かになる

わけではありま

せん。 

 来年度の活動

に向け、準備が始

まっています。6 月には、長良川上流域での流域学習

会（長良川エクスカーション）の開催、10 月には答

志島・安楽島の海岸清掃が実施されます。 

 また、プロジェクトでは、活動に賛同し、一緒に活

動を進めていく団体を募集しています。 

詳しくは↓まで 

http://www.facebook.com/nasanohama 

④「鳥羽市答志島・安楽島の清掃活動」開催報告 


